
▲執行権を持つ町長の公約は重い（播磨北小学校） ▲民間貸出制度の創設により町有財産の活用を�

　
播
磨
町
議
会
で
は
、
平
成
１７

年
１０
月
に
播
磨
北
小
学
校
は
廃

校
と
決
定
し
た
。
�

　
そ
れ
に
対
し
町
長
は
「
廃
校

時
期
を
ず
ら
し
て
で
も
再
検
討

す
る
。
」
と
公
約
で
言
わ
れ
た

が
、
町
長
就
任
３
ヶ
月
足
ら
ず

で
北
小
学
校
の
廃
校
の
記
事
が

新
聞
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
。
�

　
「
児
童
の
事
を
考
え
る
と
、

こ
れ
以
上
は
引
き
伸
ば
せ
な
か

っ
た
。
」
と
町
長
は
コ
メ
ン
ト

さ
れ
た
が
、
現
在
の
議
会
の
構

成
を
考
え
た
と
き
、
北
小
廃
校

は
初
め
か
ら
予
想
さ
れ
た
事
。
�

　
あ
た
か
も
北
小
学
校
を
元
に

戻
す
か
の
よ
う
に
公
約
さ
れ
た

事
は
、
明
ら
か
に
公
約
違
反
の

感
は
否
め
な
い
。
�

　
今
ま
で
こ
の
問
題
を
引
っ
張

っ
て
き
て
、
児
童
や
保
護
者
を

混
乱
さ
せ
た
責
任
を
ど
う
感
じ

て
お
ら
れ
る
の
か
。
�

���　
播
磨
北
小
学
校
廃
止
に
つ
い

て
は
、
議
会
に
お
い
て
教
育
委

員
の
同
意
を
得
ら
れ
た
の
が
９

月
末
で
あ
り
、
そ
の
後
、
教
育

委
員
任
命
後
の
短
期
間
で
廃
止

問
題
を
再
検
討
す
る
こ
と
は
事

実
上
不
可
能
で
あ
り
、
北
小
を

廃
校
す
る
条
例
に
従
う
と
し
た

教
育
委
員
会
の
結
論
を
尊
重
し

た
も
の
で
す
。
�

　
今
後
は
、
児
童
、
保
護
者
の

不
安
を
解
消
し
転
校
先
の
学
校

に
通
学
で
き
る
よ
う
取
り
組
む

事
が
重
要
と
の
結
論
に
達
し
た
。
�

　
公
約
を
実
現
す
る
た
め
に
努

力
し
た
が
、
結
果
的
に
で
き
な

か
っ
た
の
は
私
の
責
任
で
は
な

い
し
、
公
約
違
反
で
は
な
い
。
�

���　
新
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
が
平
成

１８
年
の
６
月
に
成
立
。
�

　
こ
の
法
の
下
、
高
齢
者
や
障

害
者
の
方
が
生
活
上
利
用
さ
れ

る
と
認
め
ら
れ
る
施
設
を
含
む

地
区
に
つ
い
て
、
移
動
な
ど
が

円
滑
に
で
き
る
事
業
な
ど
の
基

本
構
想
を
、
市
町
村
が
作
成
す

る
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
�

　
そ
こ
で
既
存
の
駅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
は
難
し
い
と
は
思
う

が
、
「
山
陽
電
車
・
播
磨
町
駅
」

に
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
の
た

め
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置

を
す
る
べ
き
で
は
。
�

����　
町
財
政
も
山
陽
電
車
の
設
備

投
資
力
に
も
か
ぎ
り
が
あ
る
た

め
、
難
し
い
部
分
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
�

　
法
律
の
趣
旨
を
尊
重
し
、
ま

た
地
元
住
民
か
ら
も
駅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
要
望
が
出
さ
れ

て
い
る
事
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

山
陽
電
車
に
働
き
か
け
た
い
と

考
え
て
い
る
。
�

���　
町
広
報
紙
を
利
用
し
て
の
広

告
料
収
入
は
。
�

����　
先
進
市
町
の
現
状
を
調
査
し
、

検
討
し
た
い
。
�

答弁＝私の責任ではない�

公
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党
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表
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宮
尾
　
尚
子
�

答
弁
＝
清
水
町
長
�

答
弁
＝
山
下
理
事
�

投
資
力
に
限
り
が
あ
る
�

答
弁
＝
山
下
理
事
�

現
状
を
調
査
し
検
討
�

播
磨
町
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
�

広
報
紙
に
広
告
を
�

「北小廃止」再検討は公約違反�

　
参
画
と
協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
住
民
活
動
を
支
援
し
、

地
域
力
を
高
め
る
重
要
な
政
策

と
し
て
次
の
４
点
に
つ
い
て
確

認
す
る
。
�

①
「
人
」
に
つ
い
て
…
多
彩
な

人
材
を
掘
り
起
こ
す
人
材
バ

ン
ク
の
創
設
と
地
域
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
を
提
案

す
る
。
�

②
「
も
の
」
に
つ
い
て
…
町
有

財
産
の
有
効
活
用
と
活
動
の

側
面
支
援
か
ら
公
用
車
の
民

間
貸
出
制
度
の
創
設
を
提
案

す
る
。
�

③
「
金
」
に
つ
い
て
…
住
民
活

動
の
機
会
を
創
出
す
る
た
め

活
動
資
金
を
提
供
す
る
「
伝

兵
衛
基
金
」
や
「
ヒ
コ
フ
ァ

ン
ド
」
な
ど
、
地
域
所
縁
の

愛
称
を
つ
け
た
播
磨
ゆ
め
基

金
の
創
設
を
提
案
す
る
。
�

④
「
場
所
」
に
つ
い
て
…
コ
ミ

セ
ン
を
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
ロ

ー
カ
ル
拠
点
と
し
て
機
能
を

強
化
す
る
た
め
、
コ
ミ
セ
ン

区
内
の
自
治
会
区
と
小
学
校

区
の
整
合
を
図
れ
る
か
。
�

�

��①
豊
か
な
経
験
と
多
彩
な
技
術

を
持
つ
人
材
が
地
域
づ
く
り

に
お
い
て
活
躍
で
き
る
仕
組

づ
く
り
が
今
後
の
課
題
。
�

②
今
後
は
、
公
共
施
設
な
ど
の

「
も
の
」
だ
け
で
な
く
、
「
人

材
」
を
活
用
す
る
た
め
の
情

報
提
供
も
行
い
、
地
域
づ
く

り
活
動
を
高
め
て
い
く
。
�

③
住
民
自
ら
基
金
を
創
設
す
る

機
運
が
な
い
中
で
の
、
町
か

ら
の
資
金
提
供
は
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。
�

④
指
定
管
理
者
制
度
導
入
後
、

地
域
住
民
が
主
体
的
に
「
学

習
・
交
流
」
す
る
拠
点
と
し

て
管
理
運
営
さ
れ
て
い
る
。

小
学
校
区
の
変
更
に
よ
る
見

直
し
は
現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
。
�

���　
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
抑
止
力

と
し
て
、
大
き
な
公
園
に
園
内

放
送
設
備
を
設
置
で
き
な
い
か
。
�

�

���　
犯
罪
な
ど
に
遭
遇
し
た
時
は
、

警
察
な
り
公
園
の
管
理
者
へ
通

報
を
お
願
い
し
た
い
。
�

���　
生
活
道
路
を
カ
ラ
ー
舗
装
化

し
、
愛
称
を
つ
け
て
看
板
を
設

置
し
た
り
、
大
き
な
事
故
に
な

る
前
に
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ

な
い
か
。
�

��　
�

　
費
用
が
、
通
常
舗
装
に
比
べ

て
高
額
で
町
内
で
も
限
ら
れ
た

道
路
に
使
用
す
る
程
度
で
あ
り
、

採
用
は
困
難
で
あ
る
。
�

���　
喜
瀬
川
上
流
部
に
地
域
を
つ

な
ぎ
、
人
の
流
れ
を
創
る
遊
歩

道
橋
を
架
け
ら
れ
な
い
か
。
�

����　
町
も
要
望
す
る
が
、
県
は
治

水
上
緊
急
的
な
工
事
を
優
先
す

る
た
め
実
現
し
て
い
な
い
。
遊

歩
道
橋
の
新
設
は
非
常
に
困
難
。
�

�

答
弁
＝
山
下
理
事
�

答
弁
＝
木
村
理
事
�

指
定
管
理
者
が
職
員
常
駐
�

答
弁
＝
木
村
理
事
�

高
額
で
使
用
は
困
難
�

答
弁
＝
木
村
理
事
�

河
川
計
画
の
変
更
は
困
難
�

都
市
公
園
の
安
全
対
策
は
�

生
活
道
路
の
カ
ラ
ー
舗
装
�

市
町
界
付
近
に
歩
道
橋
を
�

答弁＝社会活動への参加を確立�

福
原
　
隆
泰
�

地域づくり活動の活性化は�

緑
生
会
�
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